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研究成果の概要（和文）：今までの研究では特殊な条件でしかモレ―空間の閉部分空間は記述できなかったが，
カルデロン積に着眼した本研究により任意のモレ―空間の対について複素補間空間が記述できた。また、関連す
る関数空間であるBesov空間の解説書「Theory of Besov spaces」をSpringerより出版した。この書籍には補間
理論の最近の発展をモレー空間を含めて書いてある。

研究成果の概要（英文）：Although we can interpolate Morrey spaces under some special condition, we 
can now manage to interpolate it with the help of the Calderon product. We also published a book 
titled "Theory of Morrey spaces", which includes interpolation of Morrey spaces.

研究分野： 調和解析
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
関数空間の性質を理解することにより，バナッハ空間の性質を理解できる。バナッハ空間の性質を理解すること
により，さらに距離空間を身近なものとしてとらえられる。このように公理的に考えたものがどのような性質を
持っているのか、どのような現象が起きるのかを手に取るようにしてわかる。また、応用として偏微分方程式や
ポテンシャル論の解析が挙げられる。Besov空間は定義の複雑さゆえに難しい関数空間であるが，書籍を出版す
ることにより，理解が広まる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

モレ―空間はルベーグ空間の拡張として昔から知られていたが，その性質は分からないこ

とが多かった。特に，補間理論などは分かっていないことが多かった。補間理論は複素補

間と実補間がある。さらに，それらよりも弱い理論として作用素ノルムの補間が挙げられ

る。作用素ノルムの補間については１９６０年代中ごろの研究があるが，１９９０年代に

モレー空間の実補間の理論には問題点があるとスペインの研究者によって指摘された。 

２．研究の目的 

上記の理由からモレ―空間にまつわる諸性質を調べて，解析学とくに関数解析，偏微分方

程式に応用する。特に上述の反例を踏まえて実補間と複素補間の記述をすることである。

複素補間ができると安定性理論が形成できるので，それを応用として楕円型微分方程式の 

アプリオリ評価を拡充する。 

３．研究の方法 

カルデロンの複素補間については分かっていることが多いので，その点に着眼し，モレ―

空間の閉部分空間を考察することにより研究を進めていく。反例の構成は上述の１９９０

年代の結果が有効であるが，最近になって分数べき積分作用素の性質を調べるために考案

されたモレー空間の解析に適した部分集合が発見された。この部分集合を用いることで，

モレー空間の補間理論が形成されないことを定量的に見ることにする。 

４．研究成果 

今までの研究では特殊な条件でしかモレ―空間の閉部分空間は記述できなかったが，カル

デロン積に着眼した本研究により任意のモレ―空間の対について複素補間空間が記述でき

た。また、関連する関数空間である Besov 空間の解説書「Theory of Besov spaces」を

Springer より出版した。この書籍には補間理論の最近の発展をモレー空間を含めて書いて

ある。 
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